
武田社ワクチン（ノババックス）について
ワクチンの特徴

ノババックスを検討される方（私見）

共通：スパイク（S）蛋白に対する免疫応答を誘導する
＊S蛋白：ウイルスがヒトに感染するときに使用する蛋白

武田社が国内工場で製造・流通

長期使用実績のある組み変えタンパクワクチン

発熱などの全身的な副反応が、mRNAワクチンに比べて軽い可能性

◆ アレルギーのため、mRNAワクチンが接種できない人

◆ 初回シリーズでアストラゼネカ社製を接種した人の追加接種

◆ 1･2 回目のmRNAワクチンで高熱が出るなど副反応がつらく、接種をためらっている人の追加接種

神奈川県ホームページより抜粋

国立感染症研究所ホームページより

ワクチンの臨床試験結果から分かることの限界

オミクロン株以降の変異株への効果は不明

世界的な使用経験がまだ少ない

長期的な有効性や実際の副反応の頻度や程度について不明

(1) 位置づけ
1,2 回目及び 3回目接種に使用する臨時接種ワクチン

(2) 対象者
1,2 回目、3回目のいずれの接種においても 18歳以上の者

(3) 接種方法
【1,2 回目接種】
原則 20日の間隔をおいて 2回接種する。接種間隔が 20日を超えた場合はできる限り速や
かに 2回目の接種を実施

【3回目接種】
1,2 回目接種の終了後 6月以上の間隔をおいて 1回接種

(4) 交互接種
◆1,2 回目接種は同一のワクチンを原則とするが、以下の場合には交互接種が可能
　・ワクチン流通の減少や転居等により、同じワクチンで 2回接種を行うことが困難である場合
　・医師が 1回目と 2回目に同一のワクチンの接種を受けることが困難であると判断した場合
◆3回目接種は、1,2 回目で受けたワクチンの種類にかかわらず、交互接種が可能
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